


別 紙 １
１－１　コンクリ－ト標準配合　

　生コンクリ－トの標準配合は次表を標準とする。
番
号

規格 呼び強度 スランプ
粗骨材の
最大寸法

Ｗ／Ｃ Ｃ
セメントの

種類
使用目的

許容圧縮強
度（δＣａ）

設計基準強
度（δＣｋ）

摘　　要

（ｃｍ） （ｍｍ） （％） （kg/・）

1 規格品 18 8 40 65以下 － Ｂ・Ｂ
均しコンクリ－ト、L型プレキャス
ト擁壁・自由勾配側溝の基礎コ
ンクリート、調整コンクリート

－ －

2 規格品 18 8 40 60以下 － Ｂ・Ｂ

法枠及び中詰（道路）、側溝、集
水枡、管渠、ブロック積（張）及
び練石積（張）の胴込・裏込、基
礎、橋台・橋脚（無筋）、コンクリ
－ト擁壁（無筋）

4.5 18 δＣａ＝δＣｋ／4

3 規格品 21 12 40 55以下 － Ｂ・Ｂ 河川構造物（鉄筋） 7 21 δＣａ＝δＣｋ／3

4 規格品 24 12 40 55以下 － Ｂ・Ｂ

橋台・橋脚（鉄筋）、函渠、ＰＣ
橋・ＲＣ橋の地覆、コンクリ－ト
擁壁（鉄筋）
（注）※１３参照

8 24 δＣａ＝δＣｋ／３

5 規格品 24 12 25 (40) 55以下 － Ｎ（深礎のみ
B・B又はN）

ＰＣ橋・ＲＣ橋のスラブ桁の中
詰、深礎、床版、ＲＣ中空床版
（注）※１３参照

8（7） 24（21）
δＣａ＝δＣｋ／３
（　　　　）は深礎

6 規格品 30 12 25 55以下 － Ｎ
ＰＣ桁（横桁）
（注）※１３参照

10 30 δＣａ＝δＣｋ／３

7 規格品 30 12 25 55以下 － Ｎ
合成床版
（注）※１３参照

8 30 δＣａ＝δＣｋ／３．５

8 規格品 40 12 25 55以下 － Ｈ
ＰＣ桁（Ｔ桁）
（注）※１３参照

－ 40

9 規格外品 40 12 25 55以下 － Ｈ
ＰＣ桁（箱桁、中空床版）
（注）※１３参照

－ 40
高性能ＡＥ減水材使
用

10 規格品 30 18 25 55以下 350以上 Ｂ・Ｂ
場所打杭（ベノト、リバ－ス、ア
－スドリル）

8 24 δＣａ＝δＣｋ／３

11 規格品 (18) 15 40 60以下 270以上 Ｂ・Ｂ トンネル（ア－チ、側壁） － －

12 規格品 (18) 8 40 60以下 － Ｂ・Ｂ トンネル（インバート） － －

13 規格品 18 8 40 60以下 － Ｂ・Ｂ

河川構造物（無筋）、水制、根固
コンクリ－トブロック、ブロック積
（張）の天端コンクリート工（河
川）、平張コンクリート工

－ －

14 規格外品 21 5 25 60以下 － Ｂ・Ｂ 河川護岸法枠中詰 － －

15 規格品 18 8 25 60以下 － Ｂ・Ｂ

河川護岸のブロック積（張）、練
石張の裏込、胴込、ブロック積
（張）の天端コンクリート工（河
川）、平張コンクリート工

－ －

規格品 21 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 異形消波根固ブロック － － 常願寺川以東

規格品 18 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 　　　　　〃 － －
常願寺川以西
公称質量３５ｔ未満

16
規格品 21 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 　　　　　〃 － －

常願寺川以西の公称
質量３５ｔ以上

規格品 18 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ
海岸用構造物（本体ブロック、
波返し等）無筋

常願寺川以西

規格品 21 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ
海岸用構造物（本体ブロック、
波返し等）無筋

常願寺川以東

規格品 18 8 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 水叩

17 規格品 18 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 砂防構造物 － －

規格品 21 5 40 60以下 － Ｂ・Ｂ 砂防構造物（堤冠コンクリ－ト） － －

18 規格品 曲げ4.5 2.5 40 55以下 － Ｂ・Ｂ 舗装コンクリ－ト 曲げ4.5 －

19 規格品 曲げ4.5 6.5 40 55以下 － Ｂ・Ｂ 舗装コンクリ－ト 曲げ4.5 －

20 規格品 18 8 40 65以下 － Ｂ・Ｂ
歩道舗装コンクリ－ト、公園（園
路広場整備工）のコンクリート舗
装

－ 18

21 規格品 21 8 40 65以下 － Ｂ・Ｂ
乗り入れ舗装コンクリ－ト、公園
（園路広場整備工）のコンクリー
ト舗装

－ 21

22 規格品 24 8 40 55以下 － Ｂ・Ｂ
終末処理場・ポンプ場の土木構
造物、特殊人孔、シ－ルドの二
次覆工

※港湾工事で使用するコンクリート規格については、平成25年5月23日付港湾課長通知「『港湾構造物および港湾局所管海岸構造物のコンクリート標準配合に
ついて（暫定運用）』の一部変更について」（設計積算資料第５編港湾第２章設計に掲載）を参照ください。



※１ セメントの種類
Ｎ　：　普通ポルトランドセメント　　　Ｈ　：　早強ポルトランドセメント　　　Ｂ・Ｂ　：　高炉セメントＢ種

※２ セメントの種類としてＢ・Ｂを使用する規格のうち、海岸、砂防用以外のものは必要に応じＮを使用することができる。
※３ 番号１、２、１２、２２、２９について、ポンプ打設でスランプ８ｃｍによりがたい場合は１２ｃｍとすることができる。
※４ 番号２４～２７について、ポンプ打設でスランプ８ｃｍによりがたい場合は１２ｃｍ、１５ｃｍとすることができる。
※５ 番号２８について、スランプ２．５ｃｍによりがたい場合は６．５ｃｍとすることができる。
※６ 番号１、２、４、１１、１２、２９について、粗骨材の最大寸法４０ｍｍを、部材最小寸法、鉄筋の最小あき、かぶり等により２５ｍｍとする

ことができる。
※７ 番号２４～２７について、粗骨材の最大寸法４０ｍｍを、部材最小寸法、鉄筋の最小あき、かぶり等により２５ｍｍとすることができ、砕石

を使用する場合は２０ｍｍでもよい。
※８ 番号１１、１２について、呼び強度の（　　　）内は参考値である。
※９ 番号２２、２４～２７について、初期強度を期待しない場合は、Ｂ・Ｂを使用することができる。
※１０ 番号２２について、コンクリートの打込み後、初期材齢で波浪の衝撃、冠水のおそれがある場合や寒冷期に施工する場合等では、呼び

強度を２４Ｎ／ｍｍ２とすることができる。
※１１ 番号２８について、砂利の場合２５ｍｍ、砕石の場合２０ｍｍとする。
※１２ 土木構造物設計マニュアル（案）による設計の場合、番号４の配合を標準とする。
※１３ 番号４から９について、県管理道路における橋梁に使用するコンクリートは、深礎及びＰＣ橋・ＲＣ橋の地覆等を除いて前表におけるＷ／Ｃ

は道路橋示方書・同解説Ⅲコンクリート橋編（平成29年11月、公益社団法人日本道路協会）P.186表-解6.2.1に示すＷ／Ｃ以下とする。
なお、鉄筋コンクリート構造Ｗ／Ｃ50％以下の場合は、呼び強度30、設計基準強度30Ｎ/mm2を標準とする。

１－２　コンクリート養生の適用期間

　コンクリート養生の適用期間は、次表を標準とする。

地区名 一般 養生 特殊 養生

宇奈月以奧

本宮以奧 　　　　　４月～１１月 　　　　１２月～３月

平以奧

上記以外の地区 　　　　　３月～１２月 　　　　　１月～２月

１－３　その他の構造物の取扱

コンクリート
水セメント比

（Ｗ／Ｃ）
６５％以下

　河川との兼用工作物に
　ついては６０％とする

一般部６５％以下 コンクリート
標準配合の番号２

左記以外の配合規格 備　　考

躯体工（頂版含む）
は別途

使用目的

大口径ボーリングマシン
ダウンザホールハンマー工
　鋼管及びＨ鋼の中詰材
鋼管矢板基礎工
　鋼管内コンクリート

６５％以下

ブロック積（張）
天端コンクリート工（道路）

技術基準等

技術基準等

　底盤コンクリート
　井筒内支保間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ



コンクリート標準配合の改正に伴う運用について 

 

１ 特記仕様書へのコンクリート標準配合の記載 

    コンクリート標準配合については、当面工事現場での徹底を図るため、該当する構造物の

標準配合について特記仕様書に記載する。 

    なお、コンクリート標準配合の改正により新たに規定される生コンクリート単価（設計単

価）については、平成３０年１０月より設定する。 

  

（記載例） 

  第○条 コンクリート配合 

   使用目的別の配合諸元は次表のとおりとする。 

番
号 

呼び強度 

(Ｎ/mm2) 

スランプ 

(cm) 

粗骨材の

最大寸法 

(mm) 

Ｗ／Ｃ 

(％) 

Ｃ 

(kg/m3) 
ｾﾒﾝﾄの種類 使用目的 

１ １８ ８ ４０ ６５以下 － Ｂ・Ｂ 均しコンクリート 

２ １８ ８ ４０ ６０以下 － Ｂ・Ｂ 管渠、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁(無筋) 

３ ２４ １２ ４０ ５５以下 － Ｂ・Ｂ 橋梁地覆 

４ ３０ １２ ４０ ５０以下 － Ｂ・Ｂ 橋台、橋脚（鉄筋） 

 
 

２ 指定した呼び強度で所定の水セメント比が確保できない場合の取り扱い 

指定した呼び強度において所定の水セメント比が確保できない場合は、請負者との協議

により上位の呼び強度（規格）を用いることを承諾する。また、特記仕様書に下記のとおり

記載する。 
 

 （記載例） 

  第△条 コンクリートの水セメント比 

 コンクリートの水セメント比は、第○条 コンクリート配合を遵守すること。指定した呼び強度に対し

て、水セメント比が確保できない場合は、上位規格を用いるものとする。 

 
 

３ 構造計算の取り扱い 

    今回の水セメント比の指定により、設計積算上のコンクリートの呼び強度と実際に打設さ

れるコンクリートの呼び強度が異なるケースが生じるが、実際に打設されたコンクリートの

呼び強度から定まる設計基準強度等の諸数値を用いて構造計算を見直す必要はないものと

する。 
 
 

４ その他 

（１）使用するセメントの種類 

標準配合（別紙１）にて、高炉セメントを使用する規格のうち、海岸、砂防用以外の   

ものは必要に応じ普通ポルトランドセメントを使用することができる。 

 
 （２）フライアッシュセメント・高炉セメントの使用についての留意点 

     フライアッシュセメントや高炉セメントを使用したコンクリートは普通ポルトランド

セメントを使用したコンクリートに比較し長期間の湿潤養生が必要であり（2017 年制定 

コンクリート標準示方書 施工編 P127 参照）、初期養生はとくに入念に行う必要がある。 

別 紙 ２ 



＜参考＞ 

道路橋示方書・同解説 Ⅰ共通編 平成29年 11月 P160 より 

一般に高炉セメントを使用したコンクリートは、普通ポルトランドセメントを使用した

コンクリートよりも海水の作用に対する抵抗性が良い等の特性を有している。ただし、硬

化初期に湿潤状態が保たれていないと、強度及び耐久性が損なわれるほか、硬化初期のコ

ンクリートの温度によっても長期強度に影響が生じるため、高炉セメントを使用したコン

クリートの初期湿潤養生はとくに入念に行う必要がある。 

 
2017 年制定 コンクリート標準示方書 施工編 P42 より 

     高炉セメントＢ種は、アルカリシリカ反応や塩化物イオンの浸透の抑制に有効なセメン

トの一つである。近年では初期強度を高めるためにスラグ混合率および粉末度等が調整さ

れたことにより、コンクリートの断熱温度上昇量が普通ポルトランドセメントよりも高く

なる場合もあり、部材寸法や拘束条件、環境条件等によっては温度応力によるひび割れが

発生する事例が報告されている。 

 

 （３）高強度コンクリートの使用についての留意点 

     高強度コンクリートを使用することによる温度応力や、乾燥収縮等によるひび割れが生

じないよう、打設方法や養生方法等に十分配慮するものとする。 

 



参 考 

対照表 

現 行 改 定 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部規格につい

て、スランプ値を

８から１２へ変更 

 

 

 

 

 

 

 

港湾工事で使用す

る規格について、

削除し、別途通知

を参照するよう記

載 

 

符番の変更 

 



参 考 
※３ 番号１、２、４、１２、２２、２９について、ポンプ打設でスランプ８ｃｍに

よりがたい場合は１２ｃｍとすることができる。 

 

 

※１３ 番号４から９について、県管理道路における橋梁に使用するコンクリートは、

深礎及びＰＣ橋・ＲＣ橋の地覆等を除いて前表におけるＷ／Ｃは道路橋示方書・同解

説Ⅲコンクリート橋編（平成 14 年 3 月、社団法人日本道路協会）P.175 表-解 5.2.1

に示すＷ／Ｃ以下とする。なお、鉄筋コンクリート構造Ｗ／Ｃ50％以下の場合は、呼

び強度 30、設計基準強度 30Ｎ/mm2 を標準とする。 

 

 

 

別紙２ 

１ 特記仕様書へのコンクリート標準配合の記載 

 コンクリート標準配合については、当面工事現場での徹底を図るため、該当する構

造物の標準配合について特記仕様書に記載する。 

 なお、コンクリート標準配合の改正により規定される生コンクリート単価（設計単

価）については、平成１７年４月より設定する。 

（記載例） 

  第○条 コンクリート配合 

   使用目的別の配合諸元は次表のとおりとする。 

 

※３ 番号１、２、１２、２２、２９について、ポンプ打設でスランプ８ｃｍによりがた

い場合は１２ｃｍとすることができる。 

 

 

※１３ 番号４から９について、県管理道路における橋梁に使用するコンクリートは、深

礎及びＰＣ橋・ＲＣ橋の地覆等を除いて前表におけるＷ／Ｃは道路橋示方書・同解説Ⅲコ

ンクリート橋編（平成 29 年 11 月、公益社団法人日本道路協会）P.186 表-解 6.2.1 に示す

Ｗ／Ｃ以下とする。なお、鉄筋コンクリート構造Ｗ／Ｃ50％以下の場合は、呼び強度 30、

設計基準強度 30Ｎ/mm2 を標準とする。 

 

 

 

別紙２ 

１ 特記仕様書へのコンクリート標準配合の記載 

 コンクリート標準配合については、当面工事現場での徹底を図るため、該当する構造物

の標準配合について特記仕様書に記載する。 

 なお、コンクリート標準配合の改正により規定される生コンクリート単価（設計単価）

については、平成３０年１０月より設定する。 

（記載例） 

  第○条 コンクリート配合 

   使用目的別の配合諸元は次表のとおりとする。 

 

スランプ１２が標

準化された規格に

ついて注記削除 

 

最新の技術書の情

報に更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存単価表に掲載

のない規格につい

て、県単価登録時

期を明記 

 

 

特記仕様書の記載

例について、改定

内容を反映 

 



参 考 
４ その他 

（１）使用するセメントの種類 

標準配合（別紙１）にて、高炉セメントを使用する規格のうち、海岸、砂防用以外

のものは必要に応じ普通ポルトランドセメントを使用することができる。 

 

（２）高炉セメントの使用についての留意点 

高炉セメントを使用したコンクリートは普通ポルトランドセメントを使用したコン

クリートに比較し長期間の湿潤養生が必要であり（2007 年制定 コンクリート標準示

方書 施工編 P127 参照）、初期養生はとくに入念に行う必要がある。 

＜参考＞ 

道路橋示方書・同解説 Ⅰ共通編 Ⅲコンクリート橋編 平成 14 年３月 P79 より 

一般に高炉セメントを使用したコンクリートは、初期強度が普通ポルトランドセメ

ントを使用したコンクリートよりも低い。また、硬化初期に湿潤状態が保たれていな

いと、強度および耐久性が損なわれるほか、硬化初期のコンクリートの温度によって

も長期強度に影響が生じる。したがって、高炉セメントを使用したコンクリートの初

期湿潤養生はとくに入念に行う必要がある。 

 

2007 年制定 コンクリート標準示方書 施工編 P43 より 

高炉セメントＢ種は、アルカリシリカ反応の抑制や塩化物イオンの浸透抑制に有効

なセメントであるが、最近の高炉セメントＢ種は、スラグ混合率および粉末度等によ

っては初期強度が大きくなるように調整されており、コンクリートの断熱温度上昇量

が普通ポルトランドセメントよりも高くなる場合もある。 

４ その他 

（１）使用するセメントの種類 

標準配合（別紙１）にて、高炉セメントを使用する規格のうち、海岸、砂防用以外のも

のは必要に応じ普通ポルトランドセメントを使用することができる。 

 

（２）フライアッシュセメント・高炉セメントの使用についての留意点 

 フライアッシュセメントや高炉セメントを使用したコンクリートは普通ポルトランドセ

メントを使用したコンクリートに比較し長期間の湿潤養生が必要であり（2017 年制定 コン

クリート標準示方書 施工編 P127 参照）、初期養生はとくに入念に行う必要がある。 

＜参考＞ 

道路橋示方書・同解説 Ⅰ共通編 平成 29 年 11 月 P160 より 

一般に高炉セメントを使用したコンクリートは、普通ポルトランドセメントを使用した

コンクリートよりも海水の作用に対する抵抗性が良い等の特性を有している。ただし、硬

化初期に湿潤状態が保たれていないと、強度及び耐久性が損なわれるほか、硬化初期のコ

ンクリートの温度によっても長期強度に影響が生じるため、高炉セメントを使用したコン

クリートの初期湿潤養生はとくに入念に行う必要がある。 

 

2017 年制定 コンクリート標準示方書 施工編 P42 より 

 高炉セメントＢ種は、アルカリシリカ反応や塩化物イオンの浸透の抑制に有効なセメン

トの一つである。近年では初期強度を高めるためにスラグ混合率および粉末度等が調整さ

れたことにより、コンクリートの断熱温度上昇量が普通ポルトランドセメントよりも高く

なる場合もあり、部材寸法や拘束条件、環境条件等によっては温度応力によるひび割れが

発生する事例が報告されている。 
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